表紙・目次・索引・既刊案内 by unknown
表紙・目次・索引・既刊案内
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp













序章  地域的多様性のなかのイスラーム金融   　      　3
     鈴木　均・濱田美紀　　　
はじめに       3
第 1 節　イスラーム金融の特徴    5
第 2 節　イスラーム金融と国家    11
第 3 節　本書の構成     18
参考資料　イスラーム金融取引    23
付表　イスラーム金融に関する制度比較   28
第Ⅰ部　各国におけるイスラーム金融の現状
第 1 章 ヨルダンにおけるイスラーム金融をめぐる 47 
ポリティカル・エコノミー再考  長岡慎介　　　
はじめに 47
第 1 節　ヨルダンにおけるイスラーム金融の沿革 47
第 2 節　ヨルダンのイスラーム金融の現在 49
第 3 節　イスラーム金融のポリティカル・エコノミー 56
おわりに 63
第 2 章 サウジアラビアにおけるイスラーム銀行の発展 67 
イスラーム国における軋轢と展開 福田安志　　　
はじめに 67
第 1 節　イスラーム銀行の現状 68
第 2 節　イスラーム国家とイスラーム銀行 71
第 3 節　イスラーム銀行誕生期における規制と軋轢 76
iv
第 4 節　イスラーム銀行の発展とその背景 79
第 5 節　イスラーム銀行の特徴・傾向と国際化 82
おわりに 87
第 3 章 エジプトにおけるイスラーム金融の展開と問題点　 91
山田俊一　　　
はじめに 91
第 1 節　エジプトにおけるイスラーム金融の起源 92
第 2 節　イスラーム銀行（専業および兼業）の沿革と現状 98
第 3 節　イスラーム金融の拡大と停滞の要因と将来への課題 107
おわりに 114
第 4 章 イランにおける金融政策の現状とイスラーム金融 　　119
鈴木　均　　　
はじめに 119
第 1 節　近代的金融制度の成立からイスラーム革命まで 120
第 2 節　無利子銀行法と「イスラーム化」 123
第 3 節　イランの金融部門の現状 128
第 4 節　ガルズ・アル・ハサネ基金の伸長とその後の展開 131
おわりに 136
第 5 章 イスラーム銀行およびパキスタン金融業界の概要 141 
    メフブーブ・ウル・ハッサン　　　
はじめに 141
第 1 節　経済のイスラーム化政策の歴史 142
第 2 節　パキスタンのイスラーム金融市場の現状 148
第 3 節　パキスタンのイスラーム ･ ノンバンク金融セクター 156
おわりに 161
v第 6 章 湾岸諸国におけるイスラーム金融機関の成長と課題　 　165
齋藤　純　　　
はじめに 165
第 1 節　湾岸諸国におけるイスラーム金融の成長 166
第 2 節　湾岸諸国におけるイスラーム金融の枠組み 168
第 3 節　湾岸諸国イスラーム金融機関の経営 173
第 4 節　湾岸諸国金融機関の運用先の比較 178
おわりに 180
第 7 章 マレーシアにおけるイスラーム証券市場の 185 
発展と企業の資金調達   中川利香　　　
はじめに 185
第 1 節　マレーシアのイスラーム金融制度概観 186
第 2 節　イスラーム債市場の創設と発展 190
第 3 節　イスラーム証券発行に関するガイドライン 195
第 4 節　イスラーム証券市場の動向 197
おわりに 200
第 8 章 インドネシアにおけるイスラーム金融の発展　　     　205
濱田美紀　　　
はじめに 205
第 1 節　イスラーム金融の現状 206
第 2 節　イスラーム金融の環境整備 213
第 3 節　金融部門におけるイスラーム銀行の位置づけ 218
おわりに 224
vi
第 9 章 非イスラーム国のイスラーム金融 　　227
吉田悦章　　　
第 1 節　非イスラーム国におけるイスラーム金融の現状 227
第 2 節　英国におけるイスラーム金融 229
第 3 節　シンガポールにおけるイスラーム金融 236
第 4 節　香港のイスラーム金融 243
第 5 節　フランスのイスラーム金融 246
おわりに 249
第Ⅱ部　イスラーム金融の多様性の要因分析
第 10 章 イスラーム金融の現在と変容する多様性 　　255
吉田悦章・長岡慎介　　　
第 1 節　問題の所在 255
第 2 節　イスラーム金融の多様性，再考 256
第 3 節　地域的多様性を越えて 266
第 11 章  流動性管理手法からみたイスラーム金融の 多様性再考  275 
長岡慎介　　　
はじめに 275
第 1 節　イスラーム金融に固有の流動性問題 276
第 2 節　イスラーム金融における流動性管理手法の開発 281
第 3 節　流動性管理手法の多様化とグローバル化 287
おわりに 291











DIFC（ドバイ国際金融センター）  168, 
169, 171, 236, 245, 263
DMI（ダール・アル = マール・アル = イ
スラミー・グループ）  60, 76, 77, 
86, 99
DNS（シャリーア国民審議会）  213, 214






GIC（政府投資証書）  187, 190
GII（政府投資証券）  281
H
HKMA（香港金融管理局）  244, 245, 246
I
IBB（英国イスラーム銀行）  227, 231
IDB（イスラーム開発銀行）  95, 153, 154, 
208
IFSB（イスラーム金融サービス委員会）  








構）  18, 53, 68, 151, 157, 168, 170, 
















BM（ミスル銀行）  98, 102, 104–106
BMT（イスラーム・マイクロファイナン
ス実施機関）  222
BNP パリバ  246, 248
BPR（庶民信用銀行）  206













SAMA（サウジアラビア通貨庁）  68, 70, 















アッ = ラージヒー銀行（ラージヒー銀行） 
58, 68, 69, 77–79, 81–86, 155, 265
アマーナ  8
アル = バラカ（銀行）グループ  60, 61, 77
い
イジャーラ  7–10, 20, 24, 174, 175, 179, 
199, 211, 212, 214, 241, 242, 248, 
268, 289
イスティスナー  7–10, 20, 174, 211


























OIC（イスラーム諸国会議機構）  11, 17













行（FIBE）  50, 57, 59, 76, 96, 98, 
101–103, 105–108, 111, 260
エミレーツ ･ グローバル ･ イスラーム銀
行  155
エム・エヌ・アイ・タカフル  187
















国際イスラーム・アラブ銀行  48–50, 52, 
54, 57, 63
コモディティ・ムラーバハ  265, 281, 
289–292
イスラーム
──化  12, 14, 19, 20, 93, 110, 119, 123, 
127, 136, 141–147, 156, 259, 267, 
270
──銀行法  48–50, 58, 72, 82, 87, 88, 91, 
95, 100, 101, 147, 187, 207, 217, 
223, 224
──研究アカデミー（IRA を参照）
──債（スクーク）  4, 20, 41, 71, 85, 87, 
185, 186, 189–195, 200, 211, 212, 
229, 232, 233, 241–246, 249, 268, 
289
──庶民信用銀行  205–208
──世界  13, 16–18, 219–225
──投資信託  80, 81, 87, 156, 160, 239, 
244, 245
──復興  76, 143
──法（シャリーア）  6, 15, 50, 51, 67, 
72, 78, 87, 99–101, 108, 112–114, 
119, 123, 124, 126, 132, 141, 142, 
144, 147, 170, 196, 200, 206, 207, 
213, 215, 219, 257, 261, 262, 264, 
266, 270, 279–281, 287, 288
──法学派  51, 72, 258, 260, 261, 288
イスラーム金融サービス委員会  81
イスラーム金融の多様性  16, 255–271, 
275, 290
イスラミック・インベストメント・ハウ
ス  48, 61, 63
イスラミック・ウィンドウ（窓口）  18, 
50, 148, 168, 187, 207, 217, 232, 
280, 282
インドネシア・ムアマラット銀行  206, 
208
インマー銀行  69, 81–84
298
せ
西厳東緩論  15, 16, 256, 266, 267, 275, 292, 
293
ゼロ ･ クーポン債  189, 190
そ
ソブリン・スクーク  40, 233, 235, 237, 
241, 242
損益分配方式  7, 9, 10, 51, 93, 97, 108, 114, 
206, 210, 211, 223, 224
た
ダール・アル = イスラーム  16
ダール・アル = マール・アル = イスラー
ミー・グループ（DMI を参照）
代理人制度（ワカーラ を参照）
タカーフル（タカフル）  87, 156, 160, 161, 
187, 190, 193, 212, 228, 239, 269
ダッラト・アル = バラカ・グループ  77
タワッルク  291
タンターウィー  107, 110–112
ち
中央銀行法  115, 168–171, 188, 206
貯蓄銀行制度  93, 95
つ
通貨・銀行法  120, 124
て
手数料  5, 8, 9, 19, 50, 75, 126, 144, 145, 
147, 157, 189
と
特別法（特別措置法）  32, 48, 51, 58–62, 
100, 147, 168, 230, 244, 247
さ
サーミー・ハサン・フムード  62




ザカート  93, 96, 97, 99, 143, 145, 214
サラーム（サラム）  9, 10, 143, 174, 289
産業開発銀行  49
し
資本市場マスター・プラン  185, 187, 191, 
200





──コンプライアンス（適格）  148, 153, 
157–161, 170, 213, 214, 223, 229, 
230, 237, 241, 242
──諮問委員会  52, 187, 188, 256–259, 
261, 262
──ボード  69, 70, 72, 99, 111, 126, 128, 













マイスィル（投機）  5, 6
み
ミーザン ･ イスラーム銀行  148, 151, 
154–156




ムカーラダ証券  51, 53
ムシャーラカ  7–10, 23, 51, 62, 93, 97, 114, 
144, 151, 159, 175, 195, 199, 210, 
211, 268, 276, 289
ムダーラバ  7–10, 23, 51, 53, 60–62, 93, 97, 
110, 112–114, 142–144, 156, 157, 
175, 176, 179, 195, 210–212, 215, 
241, 269, 276–279, 283, 289
ムダーラバ会社  142, 145, 156–159




イサル）  60–62, 76, 98
ムラーバハ  7–10, 20, 24, 51, 60, 62, 86, 
113, 143, 151, 159, 165, 173–177, 
179–181, 190, 199, 210, 211, 213, 
215, 231, 238, 240, 241, 247, 265, 
268, 278–285, 289–292
無利子銀行法  123–127, 132
無利子金融  80, 142, 143, 259
ドバイ首長国法  168
な
ナーセル・ソーシャル銀行  92, 93, 95–99, 
105
は
バイウ・イーナ（バイ・イナ）  7, 190, 
261, 265, 287
バイウ・ダイン  261, 265, 283–292
バイ・ビタマン・アジル  190, 199
パキスタン・アルバラカ ･ イスラーム銀
行  154
パキスタン ･ ダウード ･ イスラーム銀行  
155









ハンセン銀行  244, 245
ひ
非制限的投資勘定  20, 165, 175–177, 180
ヒバ  8
ビラード銀行  69, 81–84, 88, 179
ふ
ファーイダ  50, 52, 97
ファイサル・イスラーム銀行  98





門戸開放政策  91, 98
よ
ヨルダン・イスラーム銀行  48
ヨルダン・ドバイ・イスラーム銀行  49, 
63
り
リバー（利子）  5, 6, 50, 52, 97, 99, 100, 
103, 110, 124, 133, 136, 170, 279, 
288
流動性管理  215, 261, 265, 275–276, 
280–293
わ
ワカーラ（ワカラ）  8, 9, 52, 161, 234, 269
ワクフ  51, 99, 111, 161, 170
ワッハーブ派  19, 67, 72–74, 78, 82



















































章 国際協力銀行アフリカ室調査役 / 早稲田大学
ファイナンス研究センター　客員准教授









  　千葉県千葉市美浜区若葉 3 丁目 2 番 2　〒 261-8545
  　研究支援部 電話　043-299-9735（販売）
    FAX　043-299-9736（販売）
    E-mail　syuppan@ide.go.jp

































　奥田　聡著    2010 年　247p.　3255 円





















































　工藤年博編    2008 年　232p.　3045 円
2007 年夏，ミャンマーでは大規模な反政府
デモが発生した。軍政の統治 20 年を目前に
起きた反政府運動の要因は何か。ミャンマー
経済の実像から迫る。
♦アジ研選書＜ A5 判＞　　　　　　　　　　　　　（表示した価格は税込み価格です）
既　刊　案　内
アジア経済研究所
